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み よ きさき て ふ 

盛りなる 御代の 后 に 金の 蝶 しろがねの 

鳥 花 たてまつる (晶子) 

三月の 二十日 過ぎ、 六 条院の 春の 御殿の 庭 は 平生に 

もまして 多く の 花が 咲き、 多く さ えずる 小鳥が 来 て 、 

春 はこ こにば かり 好意 を 見せて いると 思われる ほどの 

つきやま 

自然の 美に 満たされ ていた。 築山の 木立ち、 池の 中島 

の ほとり、 広く 青み 渡った 苔の 色な ど を、 ただ 遠く 見 

ている だけで は 飽き 足らぬ ものが あろうと 思われる 若 

い 女房 たちのた めに、 源氏 は、 前から 造らせて あった 



るう ちに 斧の 木の 柄が 朽ちた 話と 同じような 恍惚 状態 

になって 女房た ち は 長い 時間 水上に いた。 

なみ 

風 吹けば 浪の花 さへ 色 見えて こや 名に 立てる 山吹 

さき 

の 崎 

か ま せ * 」 ま 

春の 池 や 井手の 河 瀬に 通 ふらん 岸の 山吹 底 も 匂へ 

り 

亀の 上の 山 も 訪ね じ 船の 中に 老いせ ぬ 名 をば ここ 

に 残さん 

さ を しづ く 

春の 日の うららに さして 行く 船 は 竿の I 卞 も 花と 

散りけ る 



ついては 私に 話された ことがなかった し、 私 も その 方 

面の こと は 別にして あった もの だが、 今にな つて 宮の 

恋のお 悩みに 触れる という ことで、 私 は 満足 もで き、 

また 物 哀れな 気に もなる。 ぜひ このかた などに はお 返 

事 をお 書きなさい。 少し 見識 を 備えた 女が、 交際 を始 

める 価値の ある 男と 言 つ て はこの 宮 以外に あると も 思 

えない かたなの ですからね」 

などと 若い 女の 心を惹 きそうな こと を 源氏 は 言う の 

であるが、 玉鬟 はた だ 恥ずかしく ばかり 聞いて いた。 

ふうさ い 

右 大将が 高官の 典型の ような まじめな ft 采 をしながら、 

ことわざ 

恋の 山に は 孔子 も 倒れる という 諺 を ほんとうにして 



ベら れ ない 問題な の だが、 あなた も ひどく まだ 若い と 

いうので はない から、 自身の 結婚す る 相手に ついて 判 

断ので きない 訳 はない と 思う。 私 を あなたの お母様 だ 

と 思 つ て、 何でも 相談して くだす つたら い いと 思う。 

あなたに 不満足な 思い をさせる ような 結婚 はさせ たく 

ない と 私 は 思って いるので す」 

たま かずら 

こう 源氏 は まじめに 言つ ていたが、 玉鬟 はどう 返 

事 をして よい かわからない ふう を 続けて いるの もさげ 

すまれる ことになるで あろうと 思 つ て 言 つ た。 

「まだ 物心の つきません ころから、 親と いう もの を 目 

に 見ない 世界に いたので w J ざ い ますから、 親が どんな 



あなた は 幼稚です ね。 

恋文であって、 しかも 親ら しい 言葉で 書かれて ある 

物であった。 玉鬟は 憎悪 も 感じながら、 返事 をし ない 

こと も 人に 怪しませる ことで あるから と 思って、 分の 

だんし 

II 子、， 檀 紙に、 ただ 短く、 

拝見いた しました。 病気 をして いるもので ございま 

すから、 失礼いた します。 

と 書いた。 源氏 は それ を 見て、 さすがに はっきりと 

した 女で あると 微笑され て、 恨む のに も 手 ごた えの あ 

る 気がした。 



一 度 口へ 出した あと は 「お ほた の 松の」 (恋 ひわび ぬ 

お ほた の 松のお ほかた は 色に 出で て や 逢 はんと 言 はま 

し) というよ うに、 源氏が 言い からんで くる ことが 多 

くな つ て、 玉鬟の 加減の 悪 か つ た 身体が なお 悪くな つ 

ていく ようであった。 こうした ほんとう のこと を 知る 

人はなくて、 家の 中の 者 も、 外の 者 も、 親と 娘と して 

ばかり 見て いる 二人の 中に そうした 問題の 起こって い 

ると、 少しで も 世間が 知ったなら、 どれほど 人笑われ 

な 自分の 名が 立つ ことであろう、 自分 は 飽くまで も 

薄倖な 女で ある、 父君に 自分の ことが 知られる 初めに 

それ を 聞く 父君 は、 もともと 愛情の 薄い 上に、 軽佻な 
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